
令和８年度 富岡児童館だより 7 月号 

５月にみんなで植えた花の苗がきれいに花を咲かせ、児童館の景色も変わりました。道行く方や近所にお住ま

いの皆さんからも、「綺麗ですねえ。毎日楽しみにしています。」と声をかけていただいています。残念ながら児

童館だよりは白黒写真なので、ぜひ児童館に足を運んでいただき、ゆっくり綺麗な花壇を楽しんでください。ま

た、６月３日には函館自動車学校の先生を講師に、交通安全教室を行いました。児童館周辺は交通量も多いので、

教えていただいたことをしっかり守り、交通安全に十分気をつけてほしいと思います。 

まもなく本格的な夏を迎えます。水分補給や暑さ対策など、各ご家庭でもご配慮をお願いいたします。 

富岡児童館運営協議会(5/28） 
地域の子どもたちの応援団 

町会、学校、主任児童員等、 

地域の子どもたちを見守る関          

係者が集まり、富岡児童館の  

運営について話し合いをしま 

した。 

富岡チャンピオン大会①（小学生）  

４つの種目でチャンピオンを決めます。各学年の

チャンピオンには金メダルが！参加賞もあります。  

〇日 時 ７月 25 日（土）10:00～11:30 

〇対 象 小学生２０名程度 

※申 込 6/22（月）開始（申込用紙あり） 

遊びの広場④  
～楽しい 楽しい 水遊び～ 

〇日 時 7 月 11 日(土)10:30～11:30 

※着替えや水分の用意をお願いします 

花壇完成 名前は(？？？) 
５月９日に五稜郭中学校の生徒 10 名が土起こし

に参加してくれ、翌週 16 日に 200 株の苗をみんな

で植えました。花壇の名前は子どもたちの投票で決

めることになり、五稜郭中の先生に協力していただ

き、花壇にプレートを設置する予定です。児童館の風

景が華やかになりましたので、どうぞみなさんいつ

でもお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

◆子どもの日の集い（5/5）  ◆交通安全教室（6/3） 

 

 

 

 

 

 

盛り上がったモルック競技   真剣に話を聞く子どもたち 

 

自主事業① : 地域見学・交流会のお知らせ 

○日 時 8 月 6 日（木） 

〇対 象 小学生（10 名）参加無料 

〇内 容 「函館みなと工場」(都市ガス )見学 
※詳細や申込については、後日、館内にてお知らせします。 

 

学校法人野又学園 函館市富岡児童館 (℡42-4013) 

HP アドレス：https://nomata-jidoukan.jp/tomioka/ 

 

７月 行事予定 

１ 水   

２ 木   

３ 金  卓球 

４ 土   

５ 日 休館日  

６ 月 スポーツ教室⑧16；00～16:45 卓球 

７ 火  ストレッチ 

８ 水   

９ 木   

10 金  卓球 

11 土 
遊びの広場④子育て相談 

10:30～11:30  富岡 SS 
 

12 日 休館日  

13 月 スポーツ教室⑨16；00～16:45 卓球 

14 火  ストレッチ 

15 水   

16 木   

17 金  卓球 

18 土   

19 日 休館日  

20 月 休館日（海の日）  

21 火  ストレッチ 

22 水   

23 木 ちびっこタイム 10:00～12:00                   

24 金  卓球 

25 土 
チャンピオン大会① 避難訓練① 

子育て相談 9:30～11:30 富岡 SS 
 

26 日 休館日  

27 月 
卓球教室・夏休み手作り体験 9:30

～11：30 

スポーツ教室➉16；00～16:45 

卓球 

28 火  ストレッチ 

29 水   

30 木 ボランティア活動④                   

31 金 
卓球教室・夏休み手作り体験 9:30

～11：30 
卓球 

乳幼児と保護者さん、先生で
のんびりすごしませんか 

https://nomata-jidoukan.jp/tomioka/


 

館長のつぶやき「懐かしいな あの頃が」 

４月に着任して２か月が過ぎましたが、毎日が？の繰り返しで、慣れるまでには相当時間がかかりそうです。それでも少しだ

けですが気持ちに若干の余裕ができましたので、こうしてつぶやきをさせていただきます。まずは簡単に自己紹介を・・・。 

佐藤伸幸 昭和 37 年 7 月 4 日生まれの現在 63 歳。出身は大野町で、３歳から中学校までを伊達市で過ごしました。その後

函館の高校・大学を卒業して教員になり、新卒で赴任したのが早来町(現在の安平町)の僻地複式小学校。その後、洞爺村(現在の

洞爺湖町)の小学校、臼尻中、森中、七飯中、五稜中、本通中、桔梗中で勤務し、この春に大沼岳陽学校鈴蘭谷分校で退職しまし

た。 

したがって、児童館は全く未知の世界だったわけですが、この２か月で感じたこととは・・・。それは、児童館で活動する子

どもたちの姿に「昭和の時代」を思い出したことです。幼児から中学生までが一緒になって汗をかき、時には涙を浮かべ夢中に

なって遊ぶドッジボール。ハプニングがあれば優しく声をかけたり、下級生に対して加減をしながら接する上級生。そして時に

は友達同士でコミュニケーションがうまくいかずに言い争いになる場面もありますが、間違いなく児童館には「縦と横の関係」

が存在し、日々の活動の中で子どもたちが多くのことを学んでいるということです。(ぶらっと公園に行けば誰かがいて、私も上

級生と遊んでいた昔を思い出します。)今の時代はゲームが主流なのでしょうが、児童館で生き生きと過ごす子どもたちを見てい

ると、自然と懐かしいあの日が蘇ります。 

♪まわるまわるよ時代は回る ♩めぐるめぐるよ時代は巡る ♬縦の糸はあなた横の糸は私 中島みゆき より 

 

館長のつぶやき その２「懐かしいな あの頃がⅡ」 

あれは確か４月だったか、高校生男子３人がひょっこり児童館に来ました。声をかけたら「僕、子どもの頃ここで遊んでたん

です。懐かしいなあ・・・」と一人の男子が言うではありませんか。「どうぞどうぞ」と館内に入ってもらったのですが、図書室

に入り当時遊んでいたゲームを懐かしみ、ついでに館長とサッカーゲーム対決もしました。その後、遊戯室に移動して３人でバ

ドミントンをして帰ったのですが、帰り際に「また来てね～」と言うと、３人とも実に爽やかな笑顔で挨拶してくれました。す

ると６月１日に今度は５人で来館し、ゲームやバドミントンで楽しそうに遊んでいったのです。この男子生徒にとって児童館は

「ふるさと」のような存在なのだと思いました。現在利用している子どもたちも、ぜひ近い将来成長した姿を見せてほしいと願

っています。 


